
 

 

平成２５年９月２８日に「いじめ防止対策推進法」が施行されました。 

山形県教育センターでは「いじめ」にかかわる研究を通して、「いじめ防止対策支援プ 

ログラム」を開発し、その「未然防止実践プログラム」をハンドブックとしてまとめました。 

本ハンドブックは、いじめ未然防止の観点から計画的・系統的に配置した、３つのグル 

―プアプローチにより構成されています。 

  １つ目は、児童生徒の緊張を緩和し居心地をよくするグループアプローチです 

  ２つ目は、児童生徒同士が認め合い、支え合う関係をつくるグループアプローチです 

  ３つ目は、児童生徒一人一人の自己肯定感を育むグループアプローチです 

  「主体的・対話的な学級づくりハンドブック」を通して、いじめ未然防止の手法と児童

生徒へのよりよい支援のあり方を実践的に学びます。 

 



 

はじめに 

 本ハンドブックは、当教育センターが開発した「いじめ防止対策支援プロ 

グラム」の中の「未然防止実践プログラム」をまとめたものです。 

 根本的ないじめ問題克服のためには、すべての児童生徒を対象としたい 

じめ未然防止の観点が重要です。その観点に立ち、本ハンドブックでは、グ 

ループアプローチを年３回、計画的・系統的に配置し、児童生徒が互いに認

め合い、安心できる居心地のよい学校や学級を目指すためのモデルプラン

を紹介しています。 

 目指すのは、主体的・対話的な学級です。そのポイントは次の２点です。 

 ①安心して生活できる居心地のよい学級 

 ②互いのよさを認め合う関係の中で主体性・協働性が育まれる学級 

 

 児童生徒は、協働的な活動を通して他者と自分の考え方や感情の違いに 

気づいたり、仲間に受容されることで自信を持ったりできるようになり、良 

好な人間関係を形成する力を身につけていきます。そうした意味でグルー 

プアプローチは、児童生徒の個人と集団の成長を促す有効な手法なので 

す。本ハンドブックが、学校において積極的に活用され、「人間力に満ちあ 

ふれ山形の未来をひらく人づくり」の一助となることを心より祈念します。 

 

 



 

https://www.yamagata-c.ed.jp/ 



 



 

 



 



 

 



 



 

「人間」と「体育館」は、 

やらないときの参加の仕方を教えて、できそうな活動は一緒にやって 
みます。終了後は観察しての感想を聞きます。 

自分の気持ちに気づき話すことができるようにします。 



 



 

 



 



 

の中で気づくようにし、 主体性・能動性を引き出します。 

問題点を指摘したり 



 



 

してみるよう促したりして、自分で気づくよう援助します。 

適していない表現があれば個別に呼び、自分がもらう人になったつもりで 

読んでもらい、気持ちを聞いたり、先生が感じていることを話したりして、児童自身の気づき

を促します。 

 



 



 

考えてみるよう促します。 



 



 

「発達支持的生徒指導」や「課題未然防止教育」としてグループアプ 

ローチを実践しながら、心理教育の視点、手法を身につけ、「担任力」
を高めていきましょう。 



 

 本県では、これまで２１世紀を生き抜く力を育成するために探究型学習による授業改善を

進めてきました。探究型学習では、児童生徒が対話や議論を通じて主体的・協働的に学びま

す。これは、「令和の日本型学校教育」の考え方と重なるところがあり、自分が感じたことを

率直に話すことができる居心地のよい学級、異なった考えや意見を尊重し合うことのでき

る学級、そのような良好な学級状態の中でこそ建設的な対話が成り立ち、児童生徒は新た

な気づきに出会い、仲間とともに学びを深めていきます。それゆえ、本ハンドブックが目指

している学級の姿は、主体的・対話的で深い学びを実現するための土台となりうるものと言

えます。 

 また、児童生徒が楽しい学校生活の中で、自分らしさを発揮できる場面を多く持つことが

できるならば、「学級の仲間と共に学びたい」という気持ちが高まっていくのではないかと

考えられます。 

 本ハンドブックでは、いじめの未然防止の立場から学級づくりのグループアプローチを紹

介してきました。グループアプローチを活用した安心して生活できる居心地のよい学級づく

りや互いのよさを認め合う関係の中で主体性・協働性が育まれる学級づくりは、いじめの未

然防止に限らず、学習指導や生徒指導でも効果をもたらし、よりよい学校づくりに役立つも

のと確信しています。 

【制作協力】 会津大学 文化研究センター 教授 苅間澤勇人 氏 

令和６年９月改訂 
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